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１． はじめに 

近年、高齢化に伴い健康管理や医療福祉への意識の
高まりからヘルスケアがより身近なものになっている。家庭
でよりスマートなヘルスケアができれば、健康維持や病気
の予防につながる。一方、医療の専門知識や技術がなけ
れば、正常や異常を判断するのは難しい。例えば、健康
診断で広く利用されている心電図の利用は専門知識が
必要であり、もし家庭でより簡易でより正確な情報を得るこ
とができればスマートヘルスケアへの貢献が期待される。 
本研究は、心電図と比べより簡易に測定できる心音に

着目し、心音で得られる情報を用いたヘルスケアへの貢
献を目指す。心音の健康診断を行う前段階として、本稿
では、画像や音声の分類、さらに肺音の分類[1]にも使わ
れている畳み込みニューラルネットワーク（Convolutional 
Neural Network 、CNN)を用い、心音と心雑音の分類を行
ったので報告する。 

2 ．心音・心雑音の分類方法 

学習に用いたデータを次に示す。正常な心音は 54 個、
拡張期雑音や収縮期雑音などの心雑音は 56 個、計 110
個を用意し、それぞれの音の長さを全て 5 秒に揃えた。
テストデータは全データの 25％とした。正常な心音デー
タは、被験者 21、22歳男性 10 名から各人 5回ずつ計測
を行った心音データに、「CD による聴診トレーニング〈心
音編〉」[2]から４個の正常な心音データを加えた 54 個の
データを使用した。心雑音のデータは、上記 CD から 56
個のデータを使用した。学習に用いたデータの詳細を表
1 に示す。 

表１．心音・心雑音の学習データ  

  測定 CD 合計 

正常心音 50 4 54 

心雑音 0 56 56 

合計 50 60 110 

 
また、学習データを増やすため、学習データとテストデ

ータは 82 個と 28 個に分け、ホワイトノイズ、シフト、ストレ
ッチをそれぞれかけたもの 82 個、また、上記３つをランダ
ムに組み合わせたもの 82 個をそれぞれ追加し、学習デ
ータを 410個とした。 
ここでは、心音の波形画像をメルスペクトログラムに変

換して学習データとした。図 1 は心音のメルスペクトログラ
ム（左図）と心雑音のメルスペクトログラム（右図）の例をそ
れぞれ示している。 
これらのデータを用い CNN により心音と心雑音の分類

を行った。テストデータと学習データをランダムに入れ替
えて、計 6回の学習と分類を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１．メルスペクトログラムの例（左図：心音 右図：心雑音） 

3．心音・心雑音の分類結果 

CNN を用いて 6 回分類した各正答率と全正答率の平
均値を表 2に示す。 

表 2．心音・心雑音分類結果 

回数 正答率 

1 96.4 % 

2 96.4 % 

3 96.3 % 

4 96.4 % 

5 96.5 % 

6 96.6 % 

平均 96.4 % 

4． 考察 

テストデータに対する正答率は、平均 96.4％という結果
になり、心音と心雑音の分類器としては高い正答率が得
られたと考える。 
今後は、データ数を増やし、心音と心雑音の分類精度

向上に留まらず、各種心雑音それぞれの特徴に応じた識
別もできることを目指し研究を進める。 

5． むすび 

本研究では CNN を用いて心音と心雑音の分類を行っ
た。その結果、平均 96.4％の正答率で心音と心雑音を分
類することができた。 
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